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小型かつ任意のタイミングでナノ秒オーダーのX線パルスを発生させることができる変調型のX線発生装置は、
Time Projection Chamberの電子ドリフト速度の測定や、その他X線検出器の較正を飛躍的に容易にしてくれる。
しかし、従来のフィラメントに電圧を印加し熱電子を利用する方式でのX線発生装置では短時間でX線の on/off
を行うことは難しい。NASA/GSFCのKeith Gendreau博士が考案したModulated X-ray Source(MXS)はフィ
ラメントを用いずに、紫外線 LEDを金属に照射し、飛び出す光電子を利用する。生成された光電子は Channel
Electron Multiplierを使って増幅された後、高電圧によって加速させターゲットに衝突させることによりX線を発
生させる (Gendreau+2012)。この方式であれば、入力のLED信号を制御することにより任意のタイミングで強度
の強い短時間のX線パルスを生成することが可能となる。また、ターゲットに用いる物質と管電圧を調整するこ
とにより出力されるX線のエネルギーを選択することもできる。そこで今回我々は、Time Projection Chamber
X線偏光計の電子ドリフト速度の較正 X線源として、チタンをターゲットに用い、GEMS衛星に搭載されるも
のとほぼ同じ設計でMXSの製作を行った。完成したMXSから得られたX線の強度は、周期 10 kHz、幅 500 ns
の LEDパルス信号を入力した場合、∼7 × 103 cts/s/msr であった。本ポスターでは製作したMXSの詳細な性
能評価について報告を行う。


